
問
　

65
歳
以
上
の
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
は
、
２
年
間
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
無
料
で
乗
車
で

き
る
。
そ
こ
で
、
高
齢
者
が
起

こ
す
交
通
事
故
発
生
を
抑
止
す

る
た
め
の
方
策
と
し
て
質
問
を

す
る
。

　
　

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

を
促
進
し
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ

ー
が
引
き
起
こ
す
交
通
事
故
防

止
の
一
環
と
し
て
、
65
歳
以
上

の
方
が
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
た
場
合
、
無
料
利
用
制
度

の
期
間
延
長
、
ま
た
は
無
期
限

利
用
可
能
と
す
る
検
討
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

無
料
利
用
制
度

の
期
間
延
長
や
無
期
限
利
用
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
中
で
免

許
を
持
っ
て
い
な
い
方
と
の
公

平
性
の
面
で
課
題
が
あ
り
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

※
他
に
「
観
光
に
つ
い
て
」
の

質
問
。

　
　

竜
宮
保
育
園
の
あ
り
方
に

関
す
る
討
議
資
料
作
成
ま
で
の

経
緯
は
。

　
　
　
　

平
成
22
年
度
に
策
定

し
た
「
保
育
園
等
基
本
計
画
」

に
お
い
て
、
統
合
の
基
準
「
入

園
児
数
が
60
人
を
継
続
し
て
下

回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
園
」

と
示
さ
れ
て
以
降
、
本
議
会
に

お
い
て
も
「
竜
宮
保
育
園
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
は
、
幾
度
も

ご
質
問
を
い
た
だ
き
、
議
論
を

重
ね
て
き
た
。

　

平
成
29
年
度
の
３
歳
児
の
入

園
児
数
に
あ
っ
て
は
、
９
人
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
策

定
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
に
お
い
て
も
「
園
児
が

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
た
、
効
率
的
な
整
備
・
統
合

を
す
す
め
る
こ
と
」
と
す
る
、

今
後
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

保
育
所
運
営
に
お
け
る
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
保
育
所
運
営

審
議
会
に
諮
問
を
し
、
慎
重
な

る
審
議
を
お
願
い
す
る
中
、
９

月
中
旬
に
答
申
を
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

早
朝
・
延
長
保
育
な
ど
入

園
児
が
60
人
を
切
ら
な
い
努
力

は
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

保
護
者
が
町

内
の
ど
の
保
育
園
を
選
択
さ
れ

て
も
、
武
豊
町
の
質
の
高
い
保

育
を
園
児
が
等
し
く
享
受
で
き

る
努
力
を
継
続
し
て
き
た
。

個人質問町政を問う！

福本 貴久 議員現時点では考えていない答

コミュバスの無料期間延長を問

岩瀬 計介 議員重要な課題であり丁寧に説明する
保育園整備計画について

答

問

問

問

公
平
性
の
課
題
あ
り

住
所
地
に
よ
っ
て
の

保
育
園
区
も
な
い

重
要
な
課
題
で
あ
り
慎
重
な
る

審
査
を
お
願
い
す
る

答

町
長

答

健
康
福
祉
部
長

■武豊町立竜宮保育園

答

総
務
部
長
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学校・家庭・地域・行政の連携

　
　

区
な
ど
の
防
災
パ
ト
ロ
ー

ル
で
、
設
置
要
望
の
あ
っ
た
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
一
部

で
、
条
件
が
あ
り
設
置
困
難
と

の
こ
と
だ
が
、
原
因
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
一

定
の
基
準
で
、
前
回
漏
れ
て
い

た
た
め
、
再
度
調
査
し
て
い
く
。

　
　

通
学
路
の
点
検
頻
度
は
。

　
　
　
　
　
　

保
護
者
や
児
童

生
徒
か
ら
危
険
箇
所
の
報
告
を

受
け
随
時
現
場
確
認
し
、
対
応

し
て
い
る
。

　
　

平
井
四
丁
目
の
変
則
交
差

点
に
つ
い
て
、
区
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

保
護
者
、
学
校
、
交
通
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
か
ら
改
善
要
望
が

出
さ
れ
て
い
る
。
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　

平
井
交
差
点

に
つ
い
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
抑
制

の
た
め
、
路
面
を
カ
ラ
ー
舗
装

に
し
、
歩
道
に
ポ
ー
ル
を
設
置

し
て
、
歩
行
者
に
も
注
意
喚
起

を
進
め
て
い
く
。

　
　

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行

政
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
何
だ
と

考
え
施
策
を
進
め
て
い
る
か
。

　
　
　
　

家
庭
は
す
べ
て
の
教

育
の
出
発
点
、
地
域
は
社
会
性

を
学
ぶ
大
切
な
場
、
学
校
は
生

き
る
力
を
育
て
る
機
能
を
持
つ

場
で
あ
り
、
行
政
は
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
。

　
　

地
域
で
元
気
な
シ
ニ
ア
の

活
用
、
教
育
力
再
生
と
は
ど
の

様
な
施
策
か
。

　
　
　
　

地
域
の
方
の
協
力
の

も
と
実
施
さ
れ
て
い
る
家
庭
教

育
推
進
事
業
、
お
じ
い
さ
ん
の

ア
ウ
ト
ド
ア
、
壱
町
田
湿
地
の

保
全
活
動
、
ゆ
め
た
ろ
う
塾
な

ど
に
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

夏
期
の
暑
さ
に
対
し
、
学

校
で
の
空
調
機
設
置
の
必
要
は

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

暑
さ
の
せ
い
で

生
徒
の
健
康
に
重
大
な
影
響
が

あ
っ
た
と
の
報
告
は
な
い
が
、

い
ず
れ
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
が
く
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　

本
町
に
あ
っ
た
取
り
組
み

は
。

　
　
　
　
　
　

人
間
関
係
づ
く

り
を
大
切
に
し
、
い
じ
め
ア
ン

ケ
ー
ト
や
教
育
相
談
を
実
施
す

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
た
相
談
活

動
は
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

※
他
に
「
学
校
教
育
の
充
実
と

し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
対
す
る
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
」
の
質
問
。

個人質問 町政を問う！

冨永 良一 議員 危険箇所はPDCAサイクルで改善
交通安全対策の取り組みは

答

問

久野 勇 議員

小中学校生活の環境整備のために
答

問

問問

問

問

問

問 問

答

町
長

答

町
長

■改善要望のある交差点

■武豊町立富貴中学校校舎

交
通
安
全
対
策

通
学
路
の
安
全
確
保
を

答

防
災
交
通
課
長

答

防
災
交
通
課
長
補
佐

役
割
と
施
策
は

い
じ
め
・
不
登
校

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

11 >>>議会だより 　　　　NO.161 >>> 2017年10月15日発行



　
　

親
水
公
園
の
現
状
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

町
内
の
親
水
公
園
は
、

全
体
的
に
施
設
の
老
朽
化
が
目

立
っ
て
き
て
い
る
。
貴
重
な
景

観
資
源
で
あ
り
、
た
め
池
機
能
・

治
水
機
能
・
親
水
空
間
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
保
ち
な
が
ら
、
今
後

も
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
め
る

よ
う
、
計
画
的
に
修
繕
や
改
修

を
行
な
っ
て
い
く
。

　
　

ア
サ
リ
池
の
フ
ナ
が
死
ん

で
い
る
原
因
は
。

　
　
　
　
　
　
　

県
環
境
保
全

課
に
よ
る
簡
易
水
質
検
査
で
は

水
温
も
高
く
、
水
中
の
溶
存
酸

素
が
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
酸

欠
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。
ア
サ

リ
池
は
、
水
の
流
入
が
無
く
、

少
雨
や
猛
暑
に
よ
る
水
温
上
昇

な
ど
の
条
件
が
重
な
る
と
一
時

的
に
今
回
の
よ
う
に
酸
欠
と
な

る
こ
と
が
あ
る
。

　
　

２
基
あ
る
噴
水
の
稼
働
状

況
は
。

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
に
１

基
が
故
障
、
平
成
27
年
に
も
う

１
基
が
故
障
し
た
。
修
理
な
ど

の
検
討
を
し
た
が
、
老
朽
化
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
修
理
に
よ

る
復
旧
は
難
し
い
と
判
断
し
、

現
在
は
稼
働
し
て
い
な
い
。

　
　

親
水
公
園
で
あ
る
ア
サ
リ

池
の
状
況
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　

町
の
親
水
公
園
と
し

て
整
備
し
た
公
園
で
あ
る
の
で
、

何
ら
か
の
手
を
打
た
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
噴
水
を
始
め

酸
素
が
供
給
で
き
る
装
置
な
ど
、

費
用
面
も
含
め
て
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

　　
　

町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な

啓
発
活
動
・
対
策
を
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　

今
年
上
半
期
の
検
挙

者
が
県
下
ワ
ー
ス
ト
２
位
を
受

け
「
飲
酒
運
転
非
常
事
態
宣
言
」

を
発
し
、
「
知
多
半
島
か
ら
な

く
そ
う
！
飲
酒
運
転
」
を
合
言

葉
に
近
隣
市
町
と
対
策
を
実
施

し
て
い
く
。

　
　

近
隣
自
治
体
と
の
協
力
し

た
対
策
と
は
。

　
　
　
　
　
　

１
市
５
町
で
東

知
多
交
通
安
全
推
進
連
絡
協
議

会
を
組
織
し
交
通
事
故
の
抑
制

を
広
域
的
に
推
進
し
て
い
る
。

　
　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
　
　

お
酒
を
飲
ま
な

い
人
を
決
め
る
ハ
ン
ド
ル
キ
ー

パ
ー
運
動
の
推
進
や
運
転
代
行

サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
促
進
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
の
運
動
を
推
進
し

て
い
る
。

　
　

今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　

飲
酒
運
転
は
許

さ
れ
な
い
犯
罪
で
人
々
に
悲
劇

を
も
た
ら
す
こ
と
を
、
住
民
の

皆
さ
ま
の
意
識
に
浸
透
さ
せ
る

よ
う
な
啓
発
活
動
を
考
え
、
行

な
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

交
通
弱
者
へ
の
事
故
防
止

活
動
は
。

　
　
　
　
　
　

高
齢
者
の
運
転

免
許
証
の
自
主
返
納
制
度
の
推

進
。
保
育
園
で
は
親
子
歩
行
訓

練
・
小
学
校
で
は
自
転
車
訓
練

を
実
施
す
る
こ
と
で
交
通
ル
ー

ル
や
安
全
に
対
す
る
意
識
向
上

を
図
る
。

個人質問町政を問う！

大岩 保 議員浄化方法を調査研究していく答

アサリ池の水質改善を問

答

建
設
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

森田 義弘 議員多面的・広域的に施策を実施する
武豊町の交通安全施策について

答

問

問問

問問

問問

親
水
公
園
の
状
況
は

ア
サ
リ
池
の

水
質
改
善
に
つ
い
て

飲
酒
運
転
の
根
絶

交
通
弱
者
へ
の
対
応

答

町
長

答

町
長

答

町
長

■水質改善が必要なアサリ池

■武豊町1000日間連続交通死亡事故ゼロ

答

生
活
経
済
部
長

問問問
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個人質問 町政を問う！

　

愛
知
県
が
昨
年
末
、
経
済
困

窮
家
庭
の
実
態
や
課
題
を
把
握

し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
検

討
す
る
た
め
「
愛
知
子
ど
も
調

査
」
を
実
施
し
た
。

　
　

愛
知
県
は
子
ど
も
の
貧
困

率
が
低
い
と
は
い
え
「
ゼ
ロ
」

で
は
な
い
。
地
域
に
あ
っ
た
具

体
的
施
策
が
必
要
で
は
。

　
　
　
　

義
務
教
育
の
円
滑
な

実
施
に
向
け
、
新
入
学
費
、
学

用
品
費
、
校
外
活
動
費
、
修
学

旅
行
費
、
給
食
費
の
経
費
に
つ

い
て
、
一
部
を
補
助
す
る
就
学

援
助
費
を
支
給
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
学
期
ご
と
に
ま
と
め
て

支
給
し
て
き
た
が
、
必
要
な
時

期
に
支
給
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
る
。

　
　

昨
年
よ
り
学
習
の
機
会
を

提
供
す
る
「
ゆ
め
た
ろ
う
塾
」

を
開
催
し
て
い
る
が
、
現
状
の

課
題
と
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　

中
学
生
を
対
象

に
月
2
回
、
学
習
支
援
員
の
サ

ポ
ー
ト
で
実
施
し
て
い
る
。
町

民
会
館
に
加
え
、
中
央
公
民
館

で
の
開
催
希
望
が
あ
り
、
学
習

支
援
員
の
増
員
や
会
議
室
の
問

題
、
今
後
は
、
小
学
生
ま
で
対

象
拡
大
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

火
災
発
生
時
、
住
民
や
自

主
防
災
会
に
ど
の
よ
う
な
対
応

を
お
願
い
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

消
火
器
（
４
４

８
本
）
に
よ
る
初
期
消
火
と
、

延
焼
に
備
え
住
民
の
避
難
を
促

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

通
電
火
災
対
策
と
し
て
、

「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
設
置

に
補
助
を
行
う
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　

で
き
る
だ
け
早

く
「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
設

置
に
補
助
を
行
う
。

　
　

災
害
時
、
負
傷
者
や
病
人

へ
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　

外
科
的
な
対

応
が
可
能
な
４
医
療
機
関
を
医

療
救
護
所
と
し
、
こ
の
医
療
救

護
所
以
外
の
医
師
に
は
、
応
急

救
護
所
と
な
る
保
健
セ
ン
タ
ー

に
て
、
ト
リ
ア
ー
ジ
や
応
急
処

置
を
行
っ
て
い
た
だ
く
。

　

ま
た
、
災
害
連
携
病
院
と
し

て
２
医
療
機
関
に
、
中
等
症
以

上
の
患
者
の
対
応
を
し
て
い
た

だ
く
。

　

災
害
連
携
病
院

　
　

杉
石
病
院

　
　

石
川
病
院

　

医
療
機
関
救
護
所

　
　

榊
原
整
形
外
科

　
　

ち
ゅ
う
や
整
形
外
科

　
　

す
こ
や
か
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

内
科
・
外
科　

渡
辺
医
院

　

応
急
救
護
所

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

石原 壽朗 議員 「ゆめたろう塾」の拡充を検討
子ども貧困対策の更なる推進を

答

問

火
災
発
生
時
、消
火
器
で
対
応

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
で
出
火
防
止

医
療
救
護
体
制
を
整
備

青木 宏和 議員 できるだけ早く補助を行う
「感震ブレーカー」設置に補助を
答

問

問問問

答

町
長

問問

■応急救護所となる保健センター

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

教
育
部
長

答

健
康
福
祉
部
長

■ゆめたろう塾の様子
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
サ

イ
ト
で
は
施
設
の
特
徴
や
異
な

る
施
設
の
利
用
状
況
の
比
較
が

し
に
く
い
が
そ
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　

最
終
的
に
は
ホ

テ
ル
利
用
状
況
の
サ
イ
ト
の
よ

う
に
、
公
の
施
設
が
ま
と
め
て

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
見
ら
れ
る

よ
う
な
形
が
一
番
良
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

利
用
率
は
市
民
活
動
や
町

民
の
意
識
の
程
度
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。
職
員
の
目
的
意
識

統
一
の
た
め
に
も
利
用
率
に
つ

い
て
指
標
目
標
を
設
け
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
　

指
標
を
も
っ
て
管
理

を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一
度

検
討
し
た
い
。

　
　

減
免
制
度
の
見
直
し
に
当

た
っ
て
、
画
一
的
な
統
一
で
は

な
く
、
目
的
に
見
合
っ
た
制
度

の
見
直
し
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
一
般
の
方
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
予
定
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
考
え
な
が
ら
進
め
る
が
、
一

般
の
方
の
意
見
も
必
要
だ
と
考

え
る
。

　
　

指
定
管
理
の
公
共
施
設
に

つ
い
て
事
業
報
告
は
ど
の
よ
う

に
公
表
さ
れ
る
か
。

　
　
　
　
　

補
助
金
、
委
託
、

指
定
管
理
先
の
報
告
に
つ
い
て

は
監
査
委
員
か
ら
も
中
身
の
精

査
に
つ
い
て
指
摘
を
受
け
て
い

る
。
見
に
く
い
、
わ
か
り
に
く

い
報
告
書
に
は
今
後
も
指
導
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　

想
定
外
の
豪
雨
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
は
。

　
　
　
　
　
　

た
め
池
や
雨
水

調
整
池
を
活
用
し
、
雨
水
を
貯

留
し
た
り
、
ゆ
っ
く
り
流
出
さ

せ
る
雨
水
流
出
抑
制
の
取
り
組

み
を
、
今
後
も
継
続
す
る
。

　
　

具
体
的
な
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　

中
山
新
池
を
調

整
機
能
を
持
っ
た
池
と
し
て
、

整
備
す
る
計
画
が
あ
る
。

　　
　

同
報
無
線
の
屋
内
子
局
の

コ
ン
セ
ン
ト
を
、
う
る
さ
い
か

ら
と
、
抜
い
て
い
る
方
が
い
る
。

万
が
一
に
備
え
て
、
再
度
徹
底

し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

広
報
の
防
災

特
集
に
掲
載
し
て
い
く
。

　
　

避
難
勧
告
な
ど
の
判
断
・

伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
発
令

の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
遅
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に

よ
り
気
象
情
報
や
降
雨
の
状
況

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
避

難
者
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て

い
く
。

　
　

透
水
性
舗
装
な
ど
の
雨
水

貯
留
浸
透
施
設
に
対
す
る
補
助

で
、
住
民
の
意
識
向
上
を
図
る

こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

武
豊
町
に
何
が
適
切

か
検
討
し
、
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
今
後
研
究
す
る
。

個人質問町政を問う！

櫻井 雅美 議員必要だと考える答

減免制度改定に町民意見の反映は問

答

教
育
部
長

本村 強 議員中山新池を調整池として整備
想定外豪雨に対する具体的施策は

答

問

問問

問問問

問

雨
水
排
水
抑
制

問 問問

答

町
長

答

町
長

貸
館
機
能
の
あ
る

公
共
施
設
の
利
用
率
向
上

答

副
町
長

答

副
町
長

■地域交流センター体験工房

■大府市の補助対象の基準

答

建
設
部
長

答

総
務
部
長

答

建
設
部
長

答

防
災
交
通
課
長
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児
童
ク
ラ
ブ
受
入
れ
増

一
時
的
保
育
の
拡
充

　
　

対
象
学
年
の
拡
大
に
よ
り

待
機
児
童
が
出
る
と
予
測
さ
れ

る
が
、
拡
充
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

受
け
入
れ
児
童
数
の
拡
大

に
対
応
す
る
た
め
に
、
運
営
体

制
の
充
実
や
施
設
整
備
を
図
る

た
め
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携

を
含
め
計
画
的
に
実
施
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
平
成
29
年
3
月
議
会
）

実
施
実
績

　

武
豊
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備

に
よ
り
受
入
れ
児
童
数
増
員

・
定
員
65
人
を
15
人
増
員
し

　

80
人
へ

・
平
成
29
年
10
月
1
日
よ
り
運

　

用

　
　

現
状
の
一
時
的
保
育
制
度

を
も
っ
と
充
実
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
対
策
は
。

　
　

育
児
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
一

時
的
保
育
を
始
め
と
す
る
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
複

数
の
サ
ー
ビ
ス
で
一
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

（
平
成
29
年
6
月
議
会
）

実
施
実
績

・
私
的
理
由
保
育
利
用
日
数
が

　

１
か
月
１
日
か
ら
２
日
以
内

　

へ
拡
充

・
利
用
開
始
時
間
が
8
時
半
か

　

ら
8
時
へ
拡
充
（
た
だ
し
私

　

的
理
由
保
育
は
従
来
通
り
）

・
平
成
29
年
9
月
1
日
よ
り
運

　

用

答

答

問

問

そういえば
あの答弁

どうなった
のかなQ＆Aその後どうなった？

■児童クラブの活動風景

個人質問 町政を問う！

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
法
的
拘

束
力
を
持
つ
国
際
的
枠
組
を
決

め
た
「
パ
リ
協
定
」
が
合
意
さ

れ
、
二
酸
化
炭
素
を
多
く
発
生

さ
せ
る
石
炭
火
力
発
電
所
の
建

設
に
つ
い
て
「
是
認
」
で
き
な

い
と
い
う
環
境
相
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　

中
部
電
力
武
豊
火
力
発
電
所

「
５
号
機
リ
プ
レ
ー
ス
」
の
二

酸
化
炭
素
削
減
問
題
に
つ
い
て

た
だ
し
た
。

問　

２
〜
４
号
機
を
廃
止
し
て
、

５
号
機
を
リ
プ
レ
ー
ス
す
る
こ

と
で
、
二
酸
化
炭
素
が
約
20
％

増
加
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

二
酸
化
炭
素
削
減
に
逆
行
す
る

試
算
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

み
ら
れ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

当
初
計
画
に

な
か
っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
の
混
焼

が
追
加
さ
れ
、
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
の
電
気
を
発
電
し
た
時
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
は
ほ
ぼ
同
程

度
に
な
る
。

問　

現
在
の
武
豊
火
力
発
電
所

の
稼
働
率
は
約
45
％
で
あ
る
。

こ
の
稼
働
率
で
み
る
と
、
二
酸

化
炭
素
は
約
２
０
０
万
ト
ン
増

加
す
る
こ
と
に
な
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　

経
産
相
の
勧

告
で
は
、
「
事
業
者
全
体
で
…

更
な
る
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減

を
実
現
す
る
見
通
し
を
も
っ
て

計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
。
」

と
し
て
い
る
。

　
　

「
削
減
の
道
筋
が
描
け
な

い
場
合
、
事
業
実
施
を
再
検
討

す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
す
す
め
ら
れ

る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

最
近
の
火
力

発
電
所
で
は
、
熱
効
率
の
高
い

発
電
所
へ
の
再
開
発
、
バ
イ
オ

マ
ス
専
焼
発
電
設
備
の
開
発
な

ど
、
事
業
者
全
体
と
し
て
対
応

を
計
っ
て
お
り
、
今
後
提
出
さ

れ
る
環
境
影
響
評
価
書
を
確
認

す
る
。  

二
酸
化
炭
素
削
減
は

二
酸
化
炭
素
は
増
加
す
る

削
減
の
道
筋
を

梶田 進 議員 事業者全体で対応している
二酸化炭素削減で温暖化対策を

答

問

問

問問

答

生
活
経
済
部
長

答

生
活
経
済
部
長

答

生
活
経
済
部
長
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